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表紙の説明

　１月７日、新成人の門出を祝う

成人式がシンフォニア岩国で開催

され、1,085人の新成人が出席し

ました。

（詳細記事は６ページ）

成人式

耳の不自由な人など電話で問い合
わせができない人は　㉑3337FAX

　１月７日に横山河川敷運動広場で開催された消防出初

式において、消防庁長官表彰などの受章報告や、日頃の

消防活動に功績のあった消防団員などの表彰が行われま

した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　【敬称略】

　危機管理課☎340019
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4広報いわくに

　平成15年から旧岩国市連合

婦人会会長に就任され、平成

18年度の市町村合併に伴い、合

併前の８市町村の婦人会を「岩

国市連合婦人会」として合併、

設立に貢献されました。以後平

成28年５月まで会長を務めら

れ、女性の地位向上と明るく住

みよい地域づくりに尽力される

など社会教育の振興・発展に大

きく貢献されました。

平成29年度社会教育功労賞
　１月30日に岩国市の社会教育関係の活動に貢献のあった方に贈られる、岩国市社会教育功労賞

の表彰式が行われました。【敬称略・五十音順】　

　

白
し ら き

木　𠮷
よ し こ

子（82歳）　

問生涯学習課☎㉙5210

　平成12年から玖珂町の子ど

も会の健全育成に積極的に取り

組まれ、平成22年からは岩国

市子ども会連合会玖珂支部長と

して、地域の関係団体と連携を

取り、これからを担う子供たち

の健全育成に尽力されるなど社

会教育の振興・発展に大きく貢

献されました。田
た む ら

村　昭
あきのり

典（80歳）　

　昭和53年からボーイスカウ

トの指導者として、多くの青少

年の健全育成に努めるとともに、

多くのボーイスカウト指導者を

養成され、ボーイスカウト運動

の発展に貢献されました。また

県のボーイスカウト運動の振興

にも尽力され、国内外のボーイ

スカウトとの交流など国際理解

活動の促進に大きく貢献されま

した。

羽
は む ら

村　特
と く み

美（68歳）　

　昭和59年から平田地区の子

ども会の健全育成に積極的に取

り組まれ、放課後子供教室事業

の開始に合わせ、平成17年度

に「ひらたげんきっこクラブ」

創設に尽力されました。行政や

企業などの協力を得ながら副会

長としてさまざまな企画を運営

され、クラブの発展に貢献され

るなど社会教育の振興・発展に

大きく貢献されました。

廣
ひろなか

中　祥
しょうじ

二（74歳）　

　昭和58年からガールスカウ

ト山口県連盟第15団の団委員

長として、スカウトの育成指導

者への支援や、青少年の育成に

努められました。また平成７年

から旧岩国市連合婦人会の副会

長を務められ、女性の地位向上

と明るく住みよい地域づくりに

尽力されるなど社会教育の振

興・発展に大きく貢献されまし

た。

藤
ふじたに

谷　允
の ぶ こ

子（74歳）　

　愛宕小・川下中学校のＰＴＡ

会長として保護者や地域住民か

らの支持を得て活動され、特に

「川下中学校区地域協育ネット

（あったかネット）」の創設に尽

力されました。市ＰＴＡ連合会

会長、県ＰＴＡ連合会副会長と

してもリーダーシップを発揮さ

れ、青少年の健全育成を通じて

社会教育の振興・発展に大きく

貢献されました。

八
や ぎ

木　敦
あつひろ

浩（53歳）　
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○
空
母
艦
載
機
の
岩
国
飛
行
場
へ
の
移
駐
等

に
つ
い
て

審議項目
件数

（うち議決件数）

結　　果

可決・採択
など

否決・不採
択など

継続審査

諸般の報告 1  (0) ― ― ―

監査報告 3  (0) ― ― ―

議　　案 30  (30) 30 ― ―

議員提出議案 2  (2) １ １ ―

請　　願 1  (0) ― ― １

その他 1  (1) １ ― ―

補
正
予
算
（
第
３
号
）

○
岩
国
市
非
常
勤
の
特
別
職
の
職
員
の
報
酬

及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

○
岩
国
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
及
び
岩
国
市
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の

採
用
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

○
道
路
整
備
に
係
る
予
算
の
確
保
及
び
補
助

率
等
の
か
さ
上
げ
措
置
の
継
続
を
求
め
る
意

見
書

○
平
成
29
年
度
岩
国
市
工
業
用
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

○
平
成
29
年
度
岩
国
市
下
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

○
岩
国
市
建
築
審
査
会
条
例

○
岩
国
市
開
発
行
為
等
の
許
可
の
基
準
に
関

す
る
条
例

○
岩
国
市
学
校
給
食
費
条
例

○
岩
国
市
行
政
組
織
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

○
岩
国
市
保
育
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

○
岩
国
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

○
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て　

２
議
案

○
字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て

○
平
成
29
年
度
岩
国
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）

○
平
成
29
年
度
岩
国
市
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

○
平
成
29
年
度
岩
国
市
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

○
平
成
29
年
度
岩
国
市
簡
易
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

○
平
成
29
年
度
岩
国
市
農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

○
平
成
29
年
度
岩
国
市
特
定
地
域
生
活
排
水

処
理
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

○
平
成
29
年
度
錦
帯
橋
管
理
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

○
平
成
29
年
度
岩
国
市
市
場
事
業
特
別
会
計

○
例
月
出
納
検
査
の
結
果
に
関
す
る
報
告
に

つ
い
て　

３
件

○
平
成
29
年
度
岩
国
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

○
平
成
29
年
度
岩
国
市
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

○
平
成
29
年
度
岩
国
市
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

○
平
成
29
年
度
岩
国
市
簡
易
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

○
平
成
29
年
度
岩
国
市
農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

○
平
成
29
年
度
岩
国
市
特
定
地
域
生
活
排
水

処
理
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

○
平
成
29
年
度
錦
帯
橋
管
理
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

○
平
成
29
年
度
岩
国
市
市
場
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

○
平
成
29
年
度
岩
国
市
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

2018.2.1

市
議
会
12
月
定
例
会

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案
な
ど

審
議
項
目
と
結
果

《
諸
般
の
報
告
》

　

市
議
会
12
月
定
例
会
が
、
11
月
28
日
か
ら
12
月
21
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
平
成

29
年
度
岩
国
市
一
般
会
計
補
正
予
算
や
岩
国
市
建
築
審
査
会
条
例
な
ど
が
審
議

さ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

議
会
事
務
局
議
事
課
☎
㉙
５
１
９
３

《
議
案
》

《
議
員
提
出
議
案
》

問《
監
査
報
告
》
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市政
ＰＩＣＫ－ＵＰ

成人式

　

成
人
の
日
を
翌
日
に
控
え
た
１
月

７
日
、
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国
で
成
人

式
が
開
催
さ
れ
、
１
０
８
５
人
の
新

成
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

昼
過
ぎ
か
ら
会
場
に
は
、
あ
で
や

か
な
振
袖
や
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ

新
成
人
が
続
々
と
集
ま
り
、
友
人
と

の
再
会
を
喜
び
合
っ
た
り
記
念
撮
影

を
し
た
り
す
る
人
で
、
辺
り
は
華
や

か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
市
民
憲
章
の
唱
和
や

市
歌
の
斉
唱
な
ど
に
続
き
、
福
田
良

彦
市
長
が
「
数
々
の
困
難
や
課
題
を

乗
り
越
え
る
強
さ
を
身
に
付
け
て
ほ

し
い
。
皆
さ
ん
の
力
に
期
待
し
て
い

る
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

新
成
人
を
代
表
し
、
３
人
の
成
人

式
実
行
委
員
が
二は

た

ち

十
歳
の
誓
い
と
題

し
て
、
家
族
や
友
人
、
恩
師
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
を
述
べ
「
大
人
と
し
て

の
自
覚
を
持
ち
、
志
を
掲
げ
、
夢
や

目
標
に
向
か
っ
て
飛
躍
し
て
い
き
た

い
」
と
力
強
く
宣
言
す
る
と
会
場
か

ら
大
き
な
拍
手
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　

式
終
了
後
も
、
会
場
に
は
新
成
人

と
門
出
を
祝
う
家
族
、
恩
師
ら
の
笑

顔
と
歓
声
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

問
生
涯
学
習
課
☎
㉙
５
２
１
０

節
目
の
日
に
飛
躍
を
誓
う

6

　仕事や学校の後に集まり、企画や準備を

行ってきた９人の成人式実行委員
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12
月
25
日
、
日
本
体
育
大
学
か
ら

指
導
者
と
選
手
を
招
き
、
剣
道
教
室

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
、
市
と

日
本
体
育
大
学
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に

関
す
る
協
定
を
結
ん
で
お
り
、
連
携

し
て
行
う
事
業
は
４
事
業
目
で
す
。

　

教
室
に
は
１
２
０
人
の
中
学
生
・

高
校
生
が
参
加
し
、
八
木
沢
誠
部
長

と
６
人
の
選
手
か
ら
指
導
を
受
け
ま

し
た
。
有
効
打
突
の
要
件
・
要
素
と

い
っ
た
理
論
や
そ
れ
を
満
た
す
た
め

の
練
習
方
法
、
注
意
点
な
ど
が
実
技

を
交
え
て
説
明
さ
れ
、
参
加
者
は
習

っ
た
こ
と
を
体
現
し
よ
う
と
一
生
懸

命
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
新
聞

紙
切
り
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
打
ち
な
ど

ユ
ニ
ー
ク
な
練
習
も
紹
介
し
た
八
木

沢
部
長
は
「
そ
れ
ぞ
れ
の
練
習
の
意

味
を
理
解
し
て
行
う
こ
と
が
大
事
。

普
段
の
稽
古
か
ら
考
え
て
練
習
を
行

え
ば
強
く
な
る
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

　

市
は
日
本
体
育
大
学
と
連
携
し
、

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
競
技
で
事
業
を

行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

問
学
校
教
育
課
☎
㉙
５
２
０
４

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
☎
㉙
５
１
０
３

一
流
に
触
れ
、
学
ぶ

景
気
の
よ
い
一
年
に

日本体育大学連携事業
「剣道教室」

▲大学生の胸を借りた参加者は、大きな掛け声ととも

　に力いっぱい打ち込んでいた

▲日本トップクラスの速さ・力強さ・技術などをすぐ

　間近で体感した

▲初せりの品の真鯛を手にした福田市長が呼び掛ける

　と競り値はどんどん上がっていった

▲競り落とした品物を手に笑顔を見せる参加者

地方卸売市場で初市

　

１
月
５
日
、
尾
津
町
の
岩
国
市
地

方
卸
売
市
場
で
恒
例
の
初
市
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

岡
田
光
雄
市
場
連
合
会
長
が
「
市

民
の
台
所
と
し
て
、
地
産
地
消
を
目

指
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し

た
後
、
初
せ
り
の
品
物
と
し
て
５
・

３
㎏
の
天
然
真
鯛
が
登
場
し
ま
し
た
。

　

競
り
人
を
務
め
た
福
田
良
彦
市
長

が
「
さ
あ
、
な
ん
ぼ
か
、
な
ん
ぼ
か
。

清
酒
５
本
も
付
け
る
よ
」
と
威
勢
よ

く
声
を
張
り
上
げ
る
と「
一
万
五
千
」

「
二
万
」
と
次
々
に
声
が
上
が
り
、
約

１
０
０
人
の
業
者
ら
が
集
ま
っ
た
会

場
は
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

　

真
鯛
は
９
万
５
４
０
０
円
、
続
い

て
競
り
に
掛
け
ら
れ
た
岩
国
れ
ん
こ

ん
10
㎏
が
８
万
５
千
円
で
落
札
さ
れ

る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
通
常
の
10
倍
以

上
の
ご
祝
儀
相
場
で
の
取
り
引
き
と

な
り
、
今
年
一
年
の
商
売
繁
盛
を
願

い
ま
し
た
。

　

地
方
卸
売
市
場
は
毎
月
第
３
土
曜

日
に
朝
市
を
開
い
て
い
る
ほ
か
、
現

在
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
を
行
っ
て
お

り
、
さ
ら
な
る
利
便
性
の
向
上
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。　
　
　

問
生
産
流
通
課
☎
32
７
３
５
５



広報いわくに

す
ま

い
る

Smile

Vol.106

藤森　和子さん

（周東町在住）

　農家民宿「和
わ ら く

楽の里」

代表。民宿運営のほか、

耕作放棄地を活用した

親子での農作業体験や

小学校で地域の伝統料

理を教えるなど、世代

間や地域間の交流と体

験の場作りを積極的に

行っている。

▼そお小学校で児童に岩国寿司の作り方を
　教える藤森さん（左）

8

和
や
か
に
楽
し
い
里
へ

　

山
の
小
道
を
登
っ
て
い
く
と
、
現
れ
た
の

は
築
１
０
０
年
以
上
た
つ
古
民
家
。
こ
こ
で

農
家
民
宿
を
営
ん
で
い
る
の
は
藤
森
和
子
さ

ん
で
す
。

　

「
こ
こ
は
朝
は
雲
海
、
夜
は
満
点
の
星
空

が
見
え
る
ん
で
す
よ
。
私
に
と
っ
て
は
見
慣

れ
た
景
色
だ
け
ど
、
お
客
さ
ん
は
す
ご
く
喜

ん
で
く
れ
ま
す
」。
自
宅
兼
民
宿
の
家
の
中

は
畳
と
ふ
す
ま
に
囲
ま
れ
た
昔
な
が
ら
の
た

た
ず
ま
い
で
、
藤
森
さ
ん
は
「
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
ち
に
来
た
み
た
い
で
懐
か
し
い
と
よ
く
言

わ
れ
ま
す
」
と
ほ
ほ
笑
み
ま
す
。

　

始
め
た
き
っ
か
け
は
、
夫
が
亡
く
な
っ
た

と
き
家
を
訪
れ
た
知
人
か
ら
「
素
敵
な
場
所

だ
ね
。こ
こ
で
民
宿
か
何
か
や
っ
て
み
た
ら
」

と
言
わ
れ
た
こ
と
で
し
た
。
初
め
は
悩
み
ま

し
た
が
、
周
囲
を
見
渡
す
と
集
落
は
高
齢
化

が
進
み
、耕
作
放
棄
地
が
目
立
ち
ま
す
。「
田

名
前
か
ら
一
文
字
取
り
、そ
こ
に
「
楽
し
い
」

と
い
う
言
葉
を
付
け
ま
し
た
。「
人
が
た
く

さ
ん
集
ま
る
こ
と
が
好
き
で
す
。『
楽
し
か
っ

た
』
と
い
う
言
葉
を
聞
く
と
う
れ
し
く
な
る

し
、
来
た
人
の
笑
顔
か
ら
パ
ワ
ー
を
も
ら
っ

て
い
ま
す
」。

　

民
宿
以
外
に
も
サ
ツ
マ
イ
モ
の
収
穫
体
験

や
近
所
の
人
た
ち
と
小
学
校
を
訪
問
し
、
岩

国
寿
司
の
作
り
方
を
教
え
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
藤
森
さ
ん
。

今
後
も
活
動
は
続
け
て
い
き
ま
す
が
、
年
齢

を
重
ね
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
徐
々
に
活

動
規
模
は
縮
小
す
る
つ
も
り
で
す
。

　

「
田
舎
を
何
と
か
し
た
い
と
い
う
思
い
も

変
わ
ら
ず
あ
り
ま
す
が
、
年
寄
り
だ
け
が
ど

う
に
か
し
た
い
と
思
っ
て
も
難
し
い
で
す
。

そ
れ
で
も
今
後
も
無
理
を
し
な
い
程
度
に
た

く
さ
ん
の
人
が
集
ま
っ
て
交
流
で
き
る
場
を

作
り
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
楽
し
い
里
に
し
続
け

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

▲今年で最後の開催となった、和楽の
　里収穫感謝祭

▲民宿の周りには、豊かな自然が広
　がっている

舎
が
荒
れ
る
の
が
嫌
で
し
た
。

今
な
ん
と
か
し
な
い
と
す
ぐ
に

荒
れ
て
山
に
な
っ
て
し
ま
う
」。

夫
が
生
前
言
っ
て
い
た
言
葉
が

背
中
を
押
し
ま
し
た
。「
ど
ち

ら
が
一
人
に
な
っ
て
も
、
自
分

が
好
き
な
よ
う
に
生
き
よ
う
」。

そ
れ
か
ら
は
一
緒
に
頑
張
っ
て

く
れ
る
仲
間
を
４
人
集
め
、
周

囲
の
協
力
を
得
な
が
ら
76
歳
の

と
き
に
開
所
し
ま
し
た
。

　

民
宿
の
名
前
は
藤
森
さ
ん
の



　

12
月
22
日
、
岩
国
錦
帯
橋
空
港
の
利
用

者
が
２
０
０
万
人
を
達
成
し
、
空
港
ロ
ビ

ー
で
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　

　

記
念
す
べ
き
２
０
０
万
人
目
の
利
用
者

と
な
っ
た
谷
口
由
美
子
さ
ん
は
、
帰
省
す

る
際
に
よ
く
利
用
す
る
と
の
こ
と
で
「
以

前
は
新
幹
線
で
帰
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の

で
す
が
、
空
港
が
で
き
て
便
利
な
の
で
よ

く
利
用
し
て
い
ま
す
。
２
０
０
万
人
目
に

選
ば
れ
て
光
栄
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

　

平
成
24
年
12
月
13
日
の
開
港
か
ら
わ
ず

か
５
年
で
の
記
録
達
成
と
な
り
、
空
港
の

さ
ら
な
る
発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。　

岩国錦帯橋空港

２００万人達成セレモニー

99 2018.2.12018.2.1
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寒空の下、持久走大会！

保育園にサンタさんがやってきた

　12月３日、美川コミュニティ

センターで「第27回美川生涯学

習発表大会」が開催されました。

総勢36人の出演者が、大正琴・

舞踊・カラオケなどのさまざまな

演目を披露し、日頃の練習の成果

を発揮しました。訪れた人は琴の

美しい音色に聞き入ったり、手拍

子をして一緒に歌ったりと楽しん

でいました。

　12月２日、潮風公園みなとオ

アシスゆうで台風で延期となって

いた「ＹＯＵ・ゆう・フェスタ花

火大会」が開催されました。寒い

中にもかかわらず大勢の人でにぎ

わい、出店やイベント、花火大会

などを楽しんでいました。またこ

の日に合わせて回廊のイルミネー

ションも点灯され、冬の海岸が幻

想的な雰囲気に包まれました。

　12月３日、サンタさんが大きな袋を肩に掛けて本郷保育園

にやって来ました。サンタさんが登場すると園児たちは飛び跳

ねて大喜び。一緒に歌やダンスをして仲良く遊んだ後、サンタ

さんから園児にプレゼントが配られました。園児たちは「サン

タさんありがとう」と満面の笑みでお礼を言いました。

　12月２日、錦町広瀬で町内小学校の持久走大会が開催され

ました。錦清流小学校と宇佐川小学校の児童72人が学年順に

三つの部に分かれて、１～２㎞を走りました。冬晴れの中、頑

張って走る児童の姿を見て、沿道では保護者らが声援を送り児

童たちの走りを後押ししていました。

冬のお祭りも楽しいね

自慢の演目を披露



　１月７日、岩国総合支援学校で

新成人となる卒業生12人の門出

を祝う「新成人を祝う会」が開催

されました。在学中に参加した学

校行事などを撮影した写真が上映

されると、新成人や保護者たちは

懐かしそうに見入っていました。

会の最後には新成人の代表者が

二十歳の誓いを宣言し、大人への

第一歩を踏み出しました。

いざというときに備えて

　12月20日、玖珂総合センターで消防避難訓練が行われ、市

民ら約50人が参加しました。２階から出火した想定で避難場

所まで避難した後、消防職員の指導の下、模擬消火器による初

期消火訓練を行いました。参加者は寒空の中、真剣に取り組み、

大変有意義な消防避難訓練になりました。

自然の恵みに感謝して

　12月３日、米川グラウンドなどで「第39回米川地区農業文

化祭」が開催されました。盆栽、手芸、絵画などのほか小学生、

保育園児らの各種作品が展示され、農産物の販売やバザーで会

場は大にぎわい。さらに卵のつかみ取り、餅まき、地元の長野

神楽舞の披露など盛りだくさんの一日でした。

楽しいクリスマスパー
ティー♪

母校で二十歳の誓い

　12月15日、ハーモニーみわで、

すくすく親子学級・ひよこクラブ

合同の「わくわくクリスマスパー

ティー」が開催されました。参加

者はクリスマスの曲に合わせて親

子ダンスやゲーム、ガーランド作

りなどをしました。またサンタと

トナカイも登場し、子供たちはう

れしそうにプレゼントを受け取っ

ていました。
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●
不
眠
症
に
つ
い
て

12広報いわくに

食
推
さ
ん
の

食
べ
て
み
ん
さ
い

お
い
し
い
け
ぇ
！

[143]

レンコンサラダ

　

厚
生
労
働
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
国
民
の

5
人
に
1
人
が
十
分
な
睡
眠
を
取
れ
て
い
ま

せ
ん
。
ス
リ
ー
マ
イ
ル
島
原
発
事
故
、
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー

号
爆
発
事
件
の
よ
う
に
睡
眠
障
害
を
原
因
と

す
る
大
惨
事
も
、
過
去
に
は
見
ら
れ
ま
し
た
。

国
内
で
は
阪
神
淡
路
大
震
災
、
東
日
本
大
震

災
の
後
に
、
ス
ト
レ
ス
反
応
か
ら
多
く
の
患

者
さ
ん
が
不
眠
症
を
発
症
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
新
し
い
睡
眠
薬
が
販
売
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
不
眠
症
に
対
し
て
薬
物
療
法
だ
け
が

有
効
な
治
療
法
な
の
で
し
ょ
う
か
？
「
睡
眠

薬
の
適
正
な
使
用
と
休
薬
の
た
め
の
診
療
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
よ
る
と
、
睡
眠
衛
生
指
導

が
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
定
期
的
な
運
動

　

定
期
的
に
運
動
し
ま
し
ょ
う
。
適
度
な
有

酸
素
運
動
を
す
れ
ば
寝
付
き
や
す
く
な
り
、

睡
眠
が
深
く
な
る
で
し
ょ
う
。

●
寝
室
環
境

　

快
適
な
就
床
環
境
の
下
で
は
、
夜
中
の
目

覚
め
は
減
る
で
し
ょ
う
。
音
対
策
の
た
め
に

じ
ゅ
う
た
ん
を
敷
く
、
ド
ア
を
き
っ
ち
り
閉

め
る
、
遮
光
カ
ー
テ
ン
を
用
い
る
な
ど
の
対

策
も
手
助
け
と
な
り
ま
す
。
寝
室
を
快
適
な

温
度
に
保
ち
ま
し
ょ
う
。

●
就
寝
前
の
カ
フ
ェ
イ
ン

　

就
寝
の
4
時
間
前
か
ら
は
カ
フ
ェ
イ
ン
の

入
っ
た
も
の
は
取
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
カ
フ
ェ
イ
ン
の
入
っ
た
飲
料
や
食
べ
物

（
日
本
茶
、
コ
ー
ヒ
ー
、
紅
茶
、
コ
ー
ラ
、
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
な
ど
）
を
取
る
と
、
寝
付
き
に
く

く
な
っ
た
り
、
夜
中
に
目
が
覚
め
や
す
く
な

っ
た
り
、
睡
眠
が
浅
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

●
就
寝
前
の
飲
酒

　

眠
る
た
め
の
飲
酒
は
逆
効
果
で
す
。
ア
ル

コ
ー
ル
を
飲
む
と
一
時
的
に
寝
付
き
が
良
く

な
り
ま
す
が
、
徐
々
に
効
果
は
弱
ま
り
、
夜

中
に
目
が
覚
め
や
す
く
な
り
ま
す
。
深
い
眠

り
も
減
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

●
就
寝
前
の
喫
煙

　

夜
は
喫
煙
を
避
け
ま
し
ょ
う
。
ニ
コ
チ
ン

に
は
精
神
刺
激
作
用
が
あ
り
ま
す
。

●
寝
床
で
の
考
え
事

　

昼
間
の
悩
み
を
寝
床
に
持
っ
て
い
か
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
心
配
し
た
状
態
で
は

寝
付
く
の
が
難
し
く
な
る
し
、
寝
て
も
浅
い

眠
り
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

大
切
な
の
は
、
飲
酒
や
喫
煙
を
避
け
、
適

度
な
運
動
を
行
う
こ
と
で
す
。
不
眠
症
は
高

血
圧
や
糖
尿
病
な
ど
慢
性
疾
患
に
も
影
響
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
れ
ら
に
配
慮
し
て
健
康

的
な
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
岩
国
市
医
師
会
】

作り方

●エネルギー 77kcal/ 人　●食塩相当量 0.7g/ 人

①レンコンは皮をむき、薄くいちょう切りにする。

　ニンジンは千切りにしてゆでる。

②鍋にレンコンを入れ、ひたひたになるまで水を入

　れ、A を加えてさっと煮る。

③ニンジンとレンコンの水気を絞り、B を加えて混

　ぜ合わせ、塩・こしょうで味を整える。

★ひとことポイント★

　下にレタスを敷いたり、パセリを振ったりして盛

り付けに「緑」を入れると、彩りも良く、おしゃれ

なおもてなしの 1 品になります。

　　　　レシピ提供：岩国市食生活改善推進協議会

んん
の

材料（４人分）

・レンコン…160g

・ニンジン…40g

・塩…少々

・こしょう…少々

・酢…50ml

・砂糖…大さじ２

・塩…ひとつまみ

A

・すり白ゴマ

　　　　  …大さじ１

・マヨネーズ

　  …大さじ１・１/２

・しょうゆ…小さじ１

B
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障
害
者
手
帳
の
住
所
変
更
な
ど

は
お
済
み
で
す
か

　

障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人
で
、
転
居

な
ど
に
よ
り
住
所
や
氏
名
が
変
わ
っ
た
場
合

は
手
続
き
が
必
要
で
す
。
現
在
の
住
所
や
氏

名
が
手
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
人
は
、
手

け
印
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
な
ど
が
必
要
で

す●
現
金
払
い（
納
付
書
）

　

４
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
納
付
書

が
送
付
さ
れ
、
各
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
で
の
支
払
い
と
な
り
ま
す
。

※
送
付
さ
れ
る
前
納
用
納
付
書
は
６
カ
月
前

納
分
と
１
年
前
納
分
で
す

※
２
年
前
納
の
納
付
書
を
希
望
す
る
人
は
別

途
手
続
き
が
必
要
で
す

※
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

申
問
岩
国
年
金
事
務
所
☎
㉔
2
2
2
2

開
発
許
可
が
必
要
と
な
る
規
制

規
模
が
変
わ
り
ま
す

　

山
口
県
か
ら
の
権
限
移
譲
に
伴
い
、
平
成

30
年
４
月
１
日
か
ら
全
て
の
規
模
の
開
発
行

為
な
ど
の
許
可
事
務
を
岩
国
市
で
行
う
こ
と

と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
「
岩
国
市
開
発
行
為
等
の
許
可
の
基

準
に
関
す
る
条
例
」
の
制
定
に
伴
い
平
成
30

年
４
月
１
日
か
ら
岩
国
南
都
市
計
画
区
域

（
由
宇
町
・
玖
珂
町
・
周
東
町
の
一
部
）
全

域
で
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
開
発
行
為
を

行
う
場
合
は
、
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
開
発

許
可
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る

か
開
発
指
導
課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

問
開
発
指
導
課
☎
㉙
５
１
６
６

●
市　

役　

所

☎
㉙
５
０
０
０

●
由
宇
総
合
支
所

☎
63
１
１
１
１

●
玖
珂
総
合
支
所

☎
82
２
５
１
１

●
周
東
総
合
支
所

☎
84
１
１
１
１

●
錦
総
合
支
所

☎
72
２
１
１
１

●
美  

川  

支  

所

☎
76
０
３
１
１

●
美
和
総
合
支
所

☎
96
１
１
１
１

●
本  

郷  

支  

所

☎
75
２
３
１
１

岩国市役所　〒740－8585

岩国市今津町一丁目14番51号

問
い
合
わ
せ
（
代
表
）

ＬＩＦＥ

くらしの情報

　身近な話題や募集情報など

をお届けいたします。

お
知
ら
せ

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
に
必
要
な
も
の　

障
害
者
手
帳
、
印
鑑

手
続
場
所　

障
害
者
支
援
課
、
総
合
支
所
、

支
所

※
出
張
所
で
の
手
続
き
は
で
き
ま
せ
ん

問
障
害
者
支
援
課
☎
㉙
２
５
２
２　

FAX 

㉒
２
８
１
４

国
民
年
金
保
険
料
口
座
振
替
の

申
し
込
み
は
お
早
め
に
！

　　

国
民
年
金
保
険
料
を
口
座
振
替
で
納
付
す

る
と
、
払
い
忘
れ
な
ど
が
な
く
便
利
で
す
。

ま
た
国
民
年
金
保
険
料
に
は
前
納
制
度
が
あ

り
、
ま
と
め
て
支
払
う
と
、
国
民
年
金
保
険

料
の
割
引
き
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
他
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
現
金
払
い

で
の
前
納
も
可
能
で
す
。

●
口
座
振
替
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付

　

２
月
末
ま
で
の
申
し
込
み
で
６
カ
月
前

納
・
１
年
前
納
・
２
年
前
納
の
手
続
き
が
可

能
で
す
。

○
６
カ
月
前
納
は
４
月
分
か
ら
９
月
分
ま
で

を
４
月
末
、
10
月
分
か
ら
翌
年
３
月
分
ま
で

の
保
険
料
を
10
月
末
に
納
付
し
ま
す

○
１
年
前
納
は
、
４
月
分
か
ら
翌
年
３
月
分

ま
で
の
保
険
料
を
４
月
末
に
納
付
し
ま
す

○
２
年
前
納
は
、
４
月
分
か
ら
翌
々
年
３
月

分
ま
で
の
保
険
料
を
４
月
末
に
納
付
し
ま
す

※
手
続
き
に
は
預
金
通
帳
・
金
融
機
関
の
届
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岩
国
医
療
セ
ン
タ
ー
跡
地
の
ま
ち

づ
く
り
に
関
す
る
住
民
説
明
会

　

黒
磯
地
区
の
岩
国
医
療
セ
ン
タ
ー
跡
地
を

活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
に
つ
い
て
、

住
民
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

２
月
18
日
㈰　

①
13
時
30
分
～
15
時

②
18
時
～
19
時
30
分

場
所　

①
＝
灘
供
用
会
館　

②
＝
市
役
所　

多
目
的
ホ
ー
ル

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
な
る
べ
く

公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い

※
２
月
９
日
㈮
か
ら
拠
点
整
備
推
進
課
、
総

合
支
所
、
支
所
、
出
張
所
で
説
明
会
資
料
を

事
前
配
布
し
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲

覧
も
で
き
ま
す

問
拠
点
整
備
推
進
課
☎
㉙
５
１
６
４

違
反
建
物
に
係
る
公
表
制
度

　

重
大
な
法
令
違
反
の
あ
る
建
物
の
情
報
を

平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
岩
国
地
区
消
防
組

合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
表
し
ま
す
。

●
目
的

　

重
大
な
法
令
違
反
の
あ
る
建
物
の
名
称
・

所
在
地
・
違
反
の
内
容
を
公
表
す
る
こ
と
で
、

建
物
利
用
者
が
そ
の
建
物
を
安
全
に
利
用
可

能
か
判
断
で
き
る
よ
う
に
し
、
防
火
安
全
意

識
の
向
上
と
火
災
被
害
の
軽
減
を
図
る
。

●
対
象
建
物

　

ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
劇
場
、
パ
チ
ン
コ
店
、

飲
食
店
、
物
品
販
売
店
、
宿
泊
施
設
、
老
人

福
祉
施
設
、
幼
稚
園
、
保
育
所
な
ど
、
不
特

定
多
数
の
人
が
出
入
り
す
る
建
物
（
特
定
用

途
防
火
対
象
物
）
。

●
対
象
と
な
る
法
令
違
反

　

屋
内
消
火
栓
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
、

自
動
火
災
報
知
設
備
の
設
置
が
必
要
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
設
置
さ
れ
て
い
な
い
場

合
。

●
公
表
の
内
容

○
違
反
建
物
名
称　

【
例
＝
〇
〇
商
店
】

○
違
反
建
物
所
在
地　

【
例
＝
岩
国
市
〇
〇

町
〇
丁
目
〇
番
〇
号
】

○
違
反
の
内
容　

【
例
＝
屋
内
消
火
栓
未
設

置
】

問
岩
国
地
区
消
防
組
合
予
防
課

☎
㉛
０
１
９
６

市
・
県
民
税
の
主
な
改
正

　

平
成
30
年
度
の
市
・
県
民
税
か
ら
適
用
さ

れ
る
主
な
改
正
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
給
与
所
得
控
除
の
上
限
額
の
引
き
下
げ　

○
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
（
医
療

費
控
除
の
特
例
）
の
創
設

○
医
療
費
控
除
に
係
る
添
付
書
類
の
見
直
し

問
課
税
課
☎
㉙
５
０
５
４

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制

（
医
療
費
控
除
の
特
例
）の
創
設

　　

健
康
の
保
持
増
進
お
よ
び
疾
病
の
予
防
と

し
て
一
定
の
取
り
組
み
（
保
険
者
が
実
施
す

る
健
康
診
査
、
予
防
接
種
、
勤
務
先
で
実
施

す
る
定
期
健
康
診
断
な
ど
）
を
行
っ
て
い
る

人
が
、
平
成
29
年
１
月
１
日
か
ら
平
成
33
年

12
月
31
日
ま
で
の
間
に
、
自
己
ま
た
は
自
己

と
生
計
を
一
に
す
る
配
偶
者
そ
の
他
の
親
族

の
た
め
に
特
定
一
般
用
医
薬
品
等
購
入
費
を

支
払
っ
た
場
合
は
、
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ

ョ
ン
税
制
（
医
療
費
控
除
の
特
例
）
を
適
用

す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
年
中
に
支
払
っ
た

対
価
の
合
計
額
が
１
万
２
千
円
を
超
え
る
と

き
は
、
そ
の
超
え
る
部
分
の
金
額
（
そ
の
金

額
が
８
万
８
千
円
を
超
え
る
場
合
に
は
、
８

万
８
千
円
）
に
つ
い
て
、
そ
の
年
分
の
総
所

得
金
額
等
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

※「
従
来
の
医
療
費
控
除
」
と
「
セ
ル
フ
メ

デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
に
よ
る
医
療
費
控

除
」
は
、
い
ず
れ
か
一
方
し
か
適
用
で
き
ま

せ
ん
。
ま
た
申
告
書
を
提
出
し
、
申
告
書
提

出
期
限
後
に
控
除
の
選
択
変
更
を
行
う
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん

※
保
険
金
な
ど
で
補
填
さ
れ
る
部
分
、
予
防

接
種
、
検
診
な
ど
に
要
し
た
費
用
は
、
セ
ル

フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
（
医
療
費
控
除

の
特
例
）
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん

問
課
税
課
☎
㉙
５
０
５
４

市では、自主財源の確保と地元企業の育成を図るため、有料広告を掲載しています。
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米
軍
の
弾
薬
処
理

日
時　

２
月
５
日
㈪
〜
９
日
㈮
・
13
日
㈫
・

15
日
㈭
・
16
日
㈮
・
19
日
㈪
・
20
日
㈫　

８

時
～
17
時

場
所　

姫
子
島

※
都
合
で
行
わ
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す

問
基
地
政
策
課
☎
㉙
５
０
２
４

保
育
士
養
成
科

　
　
　

訓
練
生
を
募
集
し
ま
す

　

厚
生
労
働
省
の
指
定
を
受
け
た
保
育
士
養

成
施
設
で
職
業
訓
練
を
行
い
、
岩
国
短
期
大

学
の
学
生
と
し
て
「
保
育
士
」（
国
家
資
格
）

取
得
を
目
指
し
ま
す
。

対
象　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
求
職
申
し
込
み
を

行
い
、
以
下
の
要
件
を
満
た
す
と
認
め
ら
れ

る
人

○
お
お
む
ね
45
歳
未
満
の
人

○
非
正
規
雇
用
の
期
間
が
長
い
人
や
出
産
・

育
児
な
ど
に
よ
り
長
期
間
離
職
し
て
い
た
人

な
ど

○
保
育
士
と
し
て
正
社
員
就
職
を
希
望
す
る

人○
高
校
を
卒
業
ま
た
は
同
等
と
認
め
ら
れ
る

人
（
新
規
学
卒
未
就
職
者
は
除
く
）

募
集
期
間　

２
月
１
日
㈭
～
23
日
㈮（
土
・

日
曜
、
祝
日
を
除
く
）

※
募
集
要
項
な
ど
、
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い

申
問
環
境
施
設
課
☎
㉛
５
３
０
５

意
見
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）

を
募
集
し
ま
す

●
岩
国
市
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画（
案
）

対
象　

市
内
に
在
住
、
在
学
ま
た
は
勤
務
す

る
人
、
事
業
所
を
有
す
る
も
の
お
よ
び
納
税

義
務
を
有
す
る
も
の

閲
覧
場
所　

市
役
所
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、

地
域
交
通
課
、
総
合
支
所
、
支
所
、
出
張
所
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

※
提
出
さ
れ
た
意
見
に
市
の
考
え
方
を
付
け

て
公
表
予
定（
氏
名
な
ど
は
公
表
し
ま
せ
ん
）

募
集
期
間　

２
月
７
日
㈬
～
３
月
９
日
㈮

（
消
印
有
効
）

申
所
定
の
意
見
提
出
用
紙
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
住
所
、
氏
名

（
匿
名
不
可
）、
年
齢
、
電
話
番
号
、
意
見
を

記
入
し
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま

た
は
直
接
、
地
域
交
通
課
へ
提
出

問
地
域
交
通
課
☎
㉙
５
１
０
６

FAX

㉔
４
２
０
９

k
o
u
tsu

@
c
ity

.iw
a
k
u
n
i.lg

.jp

○
ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
を
活
用
し
た
キ
ャ
リ
ア

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
よ
り
当
該
訓
練
の
受

講
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
人

訓
練
期
間　

平
成
30
年
４
月
～
平
成
32
年
３

月
（
２
年
間
）

訓
練
場
所　

岩
国
短
期
大
学
幼
児
教
育
科

入
校
日　

４
月
３
日
㈫

選
考
日
時　

3
月
13
日
㈫　

10
時
～
（
受
付

時
間
＝
9
時
～
9
時
30
分
）

選
考
会
場　

岩
国
短
期
大
学

選
考
方
法　

特
別
入
試
（
書
類
審
査
、
小
論

文
、
面
接
）

料
金　

3
万
円
（
検
定
料
）

※
入
学
金
、
授
業
料
、
施
設
設
備
費
は
無
料

※
そ
の
他
の
実
費
負
担
額
は
2
年
間
で
約
16

万
円

出
願
期
間　

○
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
入
校
書
類

な
ど
提
出
＝
３
月
６
日
㈫
ま
で　

○
岩
国
短

期
大
学
に
入
学
志
願
書
提
出
＝
３
月
８
日
㈭

ま
で
（
必
着
）

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
岩
国
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い

申
問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
岩
国
☎
㉑
３
２
８
１

自
動
販
売
機
設
置　
　
　
　
　

　
　
　

事
業
者
を
募
集
し
ま
す

対
象　

市
内
で
清
涼
飲
料
水
の
販
売
ま
た
は

営
業
活
動
を
行
っ
て
い
る
事
業
者

場
所　

第
一
工
場
ほ
か

募　

集

広告の問い合わせは、㈱ホープ☎092-716-1404
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問
健
康
推
進
課
☎
㉔
３
７
５
１

「
岩
国
地
区
認
知
症
介
護
者
の
会

さ
く
ら
草
の
会
」
講
演
会

●
在
宅
医
療
の
受
け
方
と
介
護
～
住
み
慣
れ

た
自
宅
で
最
後
ま
で
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め

に
～

日
時　

２
月
23
日
㈮　

14
時
～
15
時
30
分

場
所　

福
祉
会
館　

講
師　

原
田
唯た

だ
な
り成

氏
（
い
し
い
ケ
ア
ク
リ
ニ

ッ
ク
院
長
）

料
金　

無
料
（
申
し
込
み
不
要
）

問
岩
国
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎
㉒
５
８
７
７

司
法
書
士
無
料
電
話
相
談
会

日
時　

２
月
３
日
㈯　

10
時
～
16
時

内
容　

○
多
重
債
務
問
題
（
ク
レ
ジ
ッ
ト
、

キ
ャ
ッ
シ
ン
グ
な
ど
）　

○
相
続
問
題
（
相

続
登
記
な
ど
）　

○
空
き
家
問
題
（
空
き
家

の
管
理
処
分
に
困
る
な
ど
）

相
談
受
付
電
話
番
号

　

０
１
２
０
―

０
０
３
―

８
２
１

問
山
口
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会　

☎
０
８
３
―

２
２
７
―

３
２
９
７

地
元
の
特
産
料
理
を
作
る

※
牛
乳
パ
ッ
ク
（
１
リ
ッ
ト
ル
）
は
各
自
で

持
参

料
金　

５
０
０
円

募
集
期
間　

２
月
19
日
㈪
ま
で
（
必
着
）

申
往
復
は
が
き
に
、
住
所
、
参
加
者
氏
名
、

電
話
番
号
を
記
入
し
郵
送

宛
先　

〒
７
４
０
―

０
０
３
２　

尾
津
町
五

丁
目
11
―

１　

岩
国
市
地
方
卸
売
市
場
生
産

流
通
課
内
生
販
協
事
務
局

問
生
産
流
通
課
☎
32
７
３
５
５

食
育
健
康
料
理
教
室

●
岩
国
産
野
菜
を
使
っ
て
簡
単
！
お
い
し

い
！
～
春
の
お
弁
当
献
立
～

日
時　

３
月
７
日
㈬　

９
時
30
分
～

場
所　

地
方
卸
売
市
場　

調
理
講
習
室

定
員　

30
人（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

内
容　

○
講
話
「
岩
国
市
の
食
育
取
組
」　

○
調
理
実
習
「
岩
国
産
野
菜
を
使
っ
た
春
の

お
弁
当
」

料
金　

５
０
０
円
（
材
料
費
）

持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
（
バ
ン
ダ
ナ
）、

布
巾
２
枚
、
手
拭
き
タ
オ
ル

募
集
期
間　

２
月
23
日
㈮
ま
で
（
必
着
）

申
往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
記
入
し
郵
送
（
１
人
１
通
）

宛
先　

〒
７
４
０
―
０
０
２
１　

室
の
木
町

三
丁
目
１
―

11　

岩
国
市
保
健
セ
ン
タ
ー

歯
科
衛
生
士

　
　
　
　

カ
ム
バ
ッ
ク
研
修
会

●
休
職
歯
科
衛
生
士
の
た
め
の
復
職
支
援
事

業対
象　

歯
科
衛
生
士
の
資
格
を
持
っ
て
い
る

人日
時　

２
月
25
日
㈰　

９
時
50
分
～

○
研
修
＝
10
時
～
11
時　

○
現
役
の
歯
科
衛

生
士
に
よ
る
復
職
相
談
＝
11
時
10
分
～

場
所　

悠
デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク（
和
木
町
）

定
員　

10
人
程
度
（
要
事
前
予
約
）

内
容　

職
場
復
帰
を
目
指
し
、
復
職
相
談
と

復
職
に
必
要
な
歯
科
診
療
の
知
識
や
技
術
を

習
得
す
る
た
め
の
実
践
的
な
研
修
を
行
う

料
金　

無
料

申
問
玖
珂
歯
科
医
師
会
事
務
局
（
山
中
歯
科

医
院
）
☎
82
２
２
２
７
（
月
～
金
曜
＝
９
時

～
17
時
、
土
曜
＝
９
時
～
12
時
）

手
軽
に
作
る
岩
国
寿
司
な
ど
の

郷
土
料
理
講
習
会

日
時　

２
月
28
日
㈬　

９
時
～
13
時

場
所　

地
方
卸
売
市
場　

調
理
講
習
室

定
員　

20
人（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

内
容　

牛
乳
パ
ッ
ク
で
作
る
岩
国
寿
司
な
ど
、

相　

談

講
演
・
講
座
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申
㈱
ラ
ン
ナ
ー
ズ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ

ト（h
ttp

:/
/
ru

n
n
e
t.jp

/

）か
ら
申
し
込
み

問
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
☎
㉙
５
１
０
３

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

h
ttp

:/
/
k
izu

n
a
re
la
y
.c
o
m
/

Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｎ
Ｉ

　

日
米
交
流
合
同
コ
ン
サ
ー
ト

　

米
海
兵
隊
岩
国
航
空
基
地
内
と
日
本
の
児

童
生
徒
に
よ
る
合
同
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し

ま
す
。

日
時　

２
月
24
日
㈯　

14
時
～

場
所　

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国　

コ
ン
サ
ー
ト

ホ
ー
ル

出
演　

高
森
小
学
校
、
灘
中
学
校
、
森
野
小

学
校
（
周
防
大
島
町
）、
和
木
中
学
校
（
和

木
町
）、
大
竹
中
学
校
（
大
竹
市
）、M

.C
.

ペ

リ
ー
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
、
イ
ワ
ク
ニ
・
ミ
ド

ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
、
イ
ワ
ク
ニ
・
エ
レ
メ
ン

タ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

料
金　

無
料

問
学
校
教
育
課
☎
㉙
５
２
０
４

基
地
政
策
課
☎
㉙
５
０
２
４

広
島
広
域
都
市
圏

ふ
る
さ
と
の
魅
力
発
見
ツ
ア
ー

●
南
瀬
戸
の
春
と
歴
史
を
満
喫
！
日
帰
り
バ

ス
ツ
ア
ー
（
広
島
広
域
都
市
圏
協
議
会
実
施

事
業
）

日
時　

３
月
３
日
㈯　

８
時
～
18
時
頃

集
合
・
解
散
場
所　

広
島
駅
新
幹
線
口

定
員　

40
人
（
先
着
順
）

※
最
少
催
行
人
数
15
人

内
容　

田
布
施
町
地
域
交
流
館
（
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
）、
阿
多
田
交
流
館
（
見
学
）、
上
関
海

峡
温
泉
鳩
子
の
湯
（
昼
食
の
み
で
入
浴
な

し
）、
城
山
歴
史
公
園
（
河
津
桜
鑑
賞
）、
白

壁
の
町
並
み
・
お
雛
様
め
ぐ
り
（
見
学
）、

や
ま
ぐ
ち
フ
ラ
ワ
ー
ラ
ン
ド
（
植
物
鑑
賞
）

※
河
津
桜
は
年
に
よ
り
開
花
時
期
が
ず
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す

料
金　

６
千
円
（
交
通
費
、
昼
食
代
込
み
）

申
問
電
話
ま
た
は
直
接
、
フ
ジ
ト
ラ
ベ
ル
サ

ー
ビ
ス
ト
ム
ズ
緑
井
営
業
所

☎
０
８
２
―

８
３
１
―

８
０
０
５

節
分
草
自
生
地
特
別
公
開

　

日
本
で
一
番
早
く
咲
く
西
南
限
の
自
生
地

の
特
別
公
開
を
行
い
ま
す
。

※
公
開
日
以
外
は
見
学
で
き
ま
せ
ん

日
時　

２
月
16
日
㈮
～
18
日
㈰

岩
国
駅
発
＝
12
時
30
分
頃
～
岩
国
駅
着
＝
17

時
16
分

定
員　

各
日
80
人
（
先
着
順
）

料
金　

大
人
＝
２
１
０
０
円　

小
人
＝
１
１

０
０
円
（
錦
川
清
流
線
往
復
運
賃
・
見
学
料

を
含
む
）

税
理
士
に
よ
る
税
の
無
料
相
談

日
時　

２
月
23
日
㈮　

９
時
～
12
時
、
13
時

～
16
時

場
所　

岩
国
商
工
会
議
所　

４
階
ホ
ー
ル

相
談
員　

中
国
税
理
士
会
岩
国
支
部
会
員

問
岩
国
商
工
会
議
所
☎
㉑
４
２
０
１

日
米
親
善
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン

　
　
　
　
　

２
０
１
８
in
岩
国

　

１
周
１
・
３
㎞
の
特
設
コ
ー
ス
を
１
チ
ー

ム
４
～
15
人
で
走
り
、
４
時
間
以
内
に
何
周

で
き
る
か
を
競
い
ま
す
。
走
る
だ
け
で
は
な

く
仮
装
で
も
順
位
を
競
い
ま
す
。

日
時　

３
月
18
日
㈰　

開
会
式
＝
９
時
30
分

ス
タ
ー
ト
＝
10
時

場
所　

愛
宕
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス

（
野
球
場
エ
リ
ア
）

種
目　

○
一
般
の
部　

○
男
子
の
部　

○
女

子
の
部　

○
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部　

○
職
場
仲

間
の
部　

○
国
際
交
流
の
部

定
員　

２
５
０
チ
ー
ム
（
１
チ
ー
ム
４
～
15

人
、
先
着
順
）

料
金　

２
千
円
／
人
（
15
歳
以
下
＝
１
３
０

０
円
）

募
集
期
間　

２
月
28
日
㈬
ま
で　

募
集
期
間　

２
月
９
日
㈮
ま
で
（
必
着
）

申
は
が
き
に
見
学
希
望
日
、
郵
便
番
号
、
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
清
流
線
乗
車
駅
、

同
行
者
氏
名（
５
人
ま
で
）を
記
入
し
て
郵
送

宛
先　

〒
７
４
０
―

０
７
２
４　

錦
町
広
瀬

７
８
７
３
―

９　

錦
川
鉄
道
㈱
「
節
分
草
自

生
地
見
学
者
募
集
」
係

※
は
が
き
以
外
の
申
し
込
み
は
受
け
付
け
ま

せ
ん

問
錦
川
鉄
道
㈱
☎
72
２
０
０
２

２
月
の
献
血

12
日
㈷　

○
ゆ
め
タ
ウ
ン
南
岩
国　

９
時
30

分
～
12
時
、
13
時
15
分
～
16
時　

17
日
㈯　

○
フ
レ
ス
タ
モ
ー
ル
カ
ジ
ル
岩
国

（
献
血
イ
ベ
ン
ト
、
記
念
品
を
贈
呈
）
10
時

～
12
時
、
13
時
15
分
～
16
時

21
日
㈬　

○
岩
国
市
環
境
事
業
所　

15
時
～

16
時
30
分

23
日
㈮　

○
岩
国
市
役
所　

10
時
～
12
時
、

13
時
15
分
～
16
時

24
日
㈯　

○
ゆ
め
タ
ウ
ン
南
岩
国　

９
時
30

分
～
12
時
、
13
時
15
分
～
16
時

26
日
㈪　

○
岩
国
市
役
所　

10
時
～
12
時
、

13
時
15
分
～
16
時

※
全
血
献
血
（
４
０
０
ml
限
定
）

問
社
会
課
☎
㉙
５
０
７
０

イ
ベ
ン
ト

献　

血
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申
電
話
ま
た
は
直
接
、
中
央
図
書
館

※
図
書
利
用
券
（
図
書
カ
ー
ド
）
番
号
で
の

申
し
込
み
が
で
き
ま
す

文
庫「
そ
ら
い
ろ
の
お
う
ち
」に
よ
る

ち
い
さ
い
子
の
た
め
の
お
は
な
し
会

対
象　

未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

日
時　

２
月
８
日
㈭　

10
時
15
分
～
10
時
45

分㊡
な
し

平
田
一
丁
目　

☎
32
７
４
１
１

ラ
ン
ニ
ン
グ
教
室

●
「
す
ぐ
に
効
く
」
こ
じ
こ
じ
先
生
の
コ
ア

ト
レ
＆
コ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ

日
時　

２
月
10
日
㈯　

10
時
～
16
時
（
受
付

開
始
＝
９
時
30
分
）

場
所　

総
合
体
育
館　

武
道
場

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

料
金　

３
５
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

募
集
期
間　

２
月
１
日
㈭
～
８
日
㈭

申
電
話
ま
た
は
直
接
、（
一
財
）岩
国
市
体
育

協
会
☎
32
７
３
７
２

１
２
９
０
円

申
電
話
ま
た
は
直
接
、
玖
珂
あ
い
あ
い
セ
ン

タ
ー

㊡
月
曜
、
祝
日
、
第
３
木
曜

南
岩
国
町
四
丁
目　

☎
㉛
０
０
４
６

「
ス
ギ
ヤ
マ
カ
ナ
ヨ
」
講
演
会

●
絵
本
の
制
作
秘
話
と
裏
話
～
絵
本
と
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
～

対
象　

中
学
生
以
上
の
人

日
時　

３
月
11
日
㈰　

10
時
～
11
時
30
分

定
員　

１
０
０
人
（
先
着
順
）

料
金　

無
料

募
集
開
始　

２
月
１
日
㈭　

10
時

※
無
料
託
児
（
定
員
あ
り
、
対
象
年
齢
＝
６

カ
月
～
就
学
前
、
市
内
の
人
が
優
先
）
が
あ

り
ま
す
。
講
演
会
と
同
時
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い

㊡
月
曜

玖
珂
町　

☎
82
６
５
１
１

ミ
ズ
ノ
主
催
教
室

●
腰
痛
予
防
教
室

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
す
る
人

日
時　

２
月
14
日
㈬
～
３
月
14
日
㈬
の
毎
週

水
曜　

13
時
30
分
～
14
時
15
分
（
全
５
回
）

定
員　

15
人

料
金　

５
４
０
円
／
回

●
モ
ー
ニ
ン
グ
ス
ト
レ
ッ
チ

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
す
る
人

日
時　

２
月
14
日
㈬
～
３
月
14
日
㈬
の
毎
週

水
曜　

９
時
15
分
～
９
時
45
分
（
全
５
回
）

定
員　

10
人

料
金　

１
回
券
＝
３
２
０
円
、
５
回
券
＝

※
９
時
～
17
時（
土
・
日
曜
を
除
く
）

㊡
祝
日

岩
国
四
丁
目　

☎
43
０
１
７
４

中
央
公
民
館
ま
つ
り

　

「
輝
き
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
８
」

●
２
月
18
日
㈰

○
舞
台
発
表　

９
時
30
分
～
16
時

●
２
月
24
日
㈯

○
作
品
展
示　

９
時
30
分
～
16
時
30
分　

○

岩
国
短
期
大
学
生
に
よ
る
幼
児
向
け
ミ
ニ
イ

ベ
ン
ト
（
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、
劇
）　

10
時

30
分
～
11
時
30
分　

○
マ
リ
ン
バ
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト　

14
時
～
15
時　

○
古
雑
誌
配
布

（
岩
国
図
書
館
）　

９
時
30
分
～
（
な
く
な
り

次
第
終
了
）

●
２
月
25
日
㈰

○
作
品
展
示　

９
時
30
分
～
15
時　

○
マ
ン

ド
リ
ン
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト　

①
10
時
～　

②

11
時
～　

○
お
し
ゃ
べ
り
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

（
ピ
ア
ノ
・
ソ
プ
ラ
ノ
）　

13
時
30
分
～
14
時

30
分　

○
お
茶
席
（
有
料
）　

10
時
～
14
時

※
駐
車
場
は
、
岩
国
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い

問
中
央
公
民
館

ＥＮＪＯＹ

おでかけ情報

家族みんなで楽しめる市内の

イベント情報をお届けします。

中
央
図
書
館

岩
国
運
動
公
園

▲スギヤマカナヨ氏

中
央
公
民
館

玖
珂
あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー
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内
容　

残
像
を
利
用
し
た
動
く
絵
の
「
く
る

く
る
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
」
と
、
偏
光
フ
ィ
ル

ム
を
使
っ
た
「
不
思
議
な
万
華
鏡
」
を
作
る

募
集
開
始　

２
月
18
日
㈰　

９
時

申
電
話
ま
た
は
直
接
、
科
学
セ
ン
タ
ー

㊡
月
曜
（
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

横
山
二
丁
目　

☎
41
０
４
５
２

企
画
展

●
近
世
岩
国
の
学
校

期
間　

３
月
４
日
㈰
ま

で内
容　

12
代
岩
国
領
主

吉
川
経つ

ね
ま
さ幹

に
よ
っ
て
設

け
ら
れ
た
学
校
で
あ
る

養
老
館
を
中
心
に
近
世

岩
国
の
武
士
教
育
の
動

向
を
紹
介

郷
土
史
研
究
会

●
黒
田
孝
高
・
長
政
親
子
と
吉
川
広
家

日
時　

２
月
18
日
㈰　

10
時
～
12
時

場
所　

サ
ン
ラ
イ
フ
岩
国

㊡
月
曜
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
も
）、
祝
日

麻
里
布
町
六
丁
目　

☎
㉒
０
１
２
２

科
学
教
室

●
永
久
コ
マ
を
作
ろ
う

対
象　

小
学
３
年
～
６
年
生

日
時　

２
月
24
日
㈯　

９
時
30
分
～
11
時
30

分定
員　

16
人

内
容　

コ
イ
ル
・
磁
石
・
リ
ー
ド
ス
イ
ッ
チ

を
使
っ
て
永
久
コ
マ
を
作
る

募
集
開
始　

２
月
10
日
㈯　

９
時

申
電
話
ま
た
は
直
接
、
科
学
セ
ン
タ
ー

ち
び
っ
こ
科
学
工
作
教
室

●
子
や
孫
と
作
る
科
学
お
も
ち
ゃ

対
象　

４
歳
～
小
学
２
年
生
と
そ
の
保
護
者

日
時　

①
３
月
３
日
㈯　

９
時
30
分
～
11
時

30
分　

②
３
月
４
日
㈰　

９
時
30
分
～
11
時

30
分

※
①
②
は
同
じ
内
容
で
す
。
２
回
の
受
講
は

で
き
ま
せ
ん

場
所　

科
学
セ
ン
タ
ー　

２
階
講
座
室

定
員　

20
組
（
先
着
順
）

講
師　

原
田
史
子
氏
（
吉
川
史
料
館
学
芸
員
）

古
文
書
講
座
（
初
級
）

●
吉
川
玖
珂
次
郎
の
婿
入
江
戸
行
道
中
日
記

日
時　

２
月
18
日
㈰　

13
時
30
分
～
15
時

場
所　

サ
ン
ラ
イ
フ
岩
国

講
師　

正
中
克
磨
氏
（
和
木
町
文
化
財
審
議

会
長
）

㊡
月
曜

周
東
町
用
田　

☎
84
１
４
０
０

カ
ラ
オ
ケ
の
ど
自
慢
の

　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
募
集

　
　
　
　
　
　
　

対
象　

年
齢
性
別
問
わ
ず
、
歌
う
こ
と
が
大

好
き
な
人

日
時　

２
月
18
日
㈰　

13
時
～
（
開
場
＝
12

時
30
分
）

※
岡
本
京
太
郎
シ
ョ
ー
を
開
催
（
15
時
～
）

料
金　

３
千
円
（
参
加
料
）

※
当
日
入
場
料
は
千
円

募
集
期
間　

２
月
10
日
㈯
ま
で

申
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
カ
ラ
オ
ケ
音
源
（
Ｃ
Ｄ
、
Ｍ
Ｄ
、
テ
ー

プ
な
ど
）
と
料
金
を
添
え
て
周
東
文
化
会
館

に
提
出

㊡
２
月
８
日
㈭

三
笠
町
一
丁
目　

☎
㉙
１
６
０
０

や
ま
ぐ
ち
煌

き
ら
め

き

　
　
　
　
　

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
展

日
時　

２
月
23
日
㈮
～
３
月
４
日
㈰　

10
時

～
17
時
（
入
場
は
16
時
30
分
ま
で
）

場
所　

企
画
展
示
ホ
ー
ル

内
容　

○
山
口
県
美
術
展
覧
会
で
活
躍
す
る

３
人
の
作
家
（
ミ
ヨ
シ
イ
チ
ロ
ウ
／
松
田
淳

／
岡
本
よ
し
ろ
う)

に
よ
る
立
体
、
造
形
作

品
を
中
心
と
し
た
作
品
展

○
３
人
の
作
家
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

（
２
月
24
日
㈯　

14
時
～
、
申
し
込
み
不
要
）

料
金　

無
料

問
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

岩
国
徴
古
館

周
東
パ
ス
ト
ラ
ル
ホ
ー
ル

科
学
セ
ン
タ
ー

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

▼ミヨシイチロウ

▲岡本よしろう▲松田淳
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広
報

い
わ

く
に

岩国市民憲章

錦帯橋に象徴される美しいまち岩国

わたしたちは　この地を愛し　

ふるさとが育てた偉人に学び　

教養を高め

誇れる岩国を築き　引き継ぐために

この憲章を定めます

大切にしたいもの

　それは　みんなの夢　みんなの命

守りたいもの

　それは　豊かで美しい自然

伝えたいもの

　それは　歴史や伝統　文化の薫り

広げたいもの

　それは　世代や地域を超えた人の和

創りたいもの

　それは　岩国の輝かしい未来

（平成23年１月１日制定）

対
象　

市
内
に
在
住
、
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人

募
集
作
品　

市
内
で
撮
影
し
た
も
の
、
ま
た
は
市
民
を
撮
影
し
た
未
発
表
の
も
の

※
人
物
写
真
に
つ
き
ま
し
て
は
、
被
写
体
の
承
諾
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

写
真
サ
イ
ズ　

２
Ｌ
以
上
（
デ
ー
タ
の
場
合
は
、
１
Ｍ
以
上
３
Ｍ
以
下
）　

み
ん
な
の
写
真
館

　

「
み
ん
な
の
写
真
館
」
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
応
募
し
て
い

た
だ
い
た
写
真
の
中
か
ら
選
考
し
て
、
毎
月
一
枚
の
写
真
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
広
報
紙
を
皆
さ
ん
の
写
真
で
彩
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

応
募
さ
れ
た
作
品
の
著
作
権
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
は
、
採
用
不
採
用
問
わ
ず
、

市
に
帰
属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。
返
却
も
し
ま
せ
ん
の
で
、あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

毎
月
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
数
枚
紹
介
し
て
い
ま
す
。

【今月の一枚】

「夢をつなげて」

西浦　司さん（麻里布町）

住所、氏名（フリガナ）、電話番号、作品名、撮影場所、

撮影日を記入の上、写真を添えて広報戦略課広報班まで

提出。またはメールでも受け付けます。

　 kouhou@city.iwakuni.lg.jp

４月１日号募集期限　２月23日（必着）

掛
か
る
こ
と
へ
の
懸
念
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
交
通

混
雑
の
緩
和
や
観
光
・
産
業
振
興
の
効
果

な
ど
、
幹
線
道
路
の
早
期
整
備
の
必
要
性

だ
け
で
な
く
、
工
事
に
よ
る
影
響
を
把
握

す
る
た
め
の
各
種
調
査
の
概
要
を
丁
寧
に

説
明
さ
せ
て
い
た
だ
く
良
い
機
会
と
な
っ

た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
岩
国
・
大
竹
道
路
や
岩

国
臨
港
道
路
の
早
期
完
成
、
岩
国
南
バ
イ

パ
ス
の
南
伸
の
早
期
事
業
化
を
望
む
多
く

の
皆
さ
ま
の
期
待
に

応
え
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
周
辺
自
治

体
や
民
間
団
体
と
も

連
携
し
、
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

Vol.101

市長夢日記
　

昨
年
末
、
市
内
の
国
道
整
備
に
つ
い
て

現
状
や
計
画
概
要
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ

く
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
を
、
国
土
交
通
省
・

山
口
県
と
共
同
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

期
間
中
、
４
０
０
人
近
い
方
々
が
来
場

さ
れ
、
パ
ネ
ル
展
示
や
担
当
者
の
説
明
を

通
じ
て
、
岩
国
・
大
竹
道
路
な
ど
の
整
備

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

来
場
者
か
ら
は
、
渋
滞
や
事
故
が
な
く

な
る
こ
と
へ
の
期
待
や
、
莫ば

く
だ
い大

な
費
用
が

 福田 良彦

▲オープンハウスの様子
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